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※浜田高校通信制課程で学ぶ際の手続きなど、重要事項を掲載しています。
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29．資 料

各講座ごとの学習内容と目標（前期） ※スクーリング日は変更の可能性があります。

国語総合（前） 【 単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○「海流 ミクロネシア」 ・見聞から生じた筆者の思いを読み取る。 本Ｓ①②

（随想１） 火Ｓ①

○気になる言い方①（表現） ・言葉の正しい使い方を理解する。

○古文の道しるべ１ ・仮名遣いについて理解し、主要な古典作品の

古文に親しむ（古文入門） 冒頭にふれる。

○「春風や」（俳句・言語活動） ・俳句を鑑賞する。創作する。

第２回 ○「未来をつくる想像力」 ・根拠とともに筆者の主張をつかむ。自分の意 本Ｓ③④

（評論１・言語活動） 見を持つ。 火Ｓ②③

○気になる言い方②（表現） ・言葉の正しい使い方を理解する。

○「児のそら寝」（古文入門） ・仮名遣いに習熟し説話世界の面白さを知る。

第３回 ○「二十億光年の孤独」 ・詩の表現方法と主題について理解し、鑑賞す 本Ｓ⑤

「冬が来た」（詩） る。 火Ｓ④⑤

○「用光と白波」 ・昔の人々の考え方や感受性にふれるとともに

古文の道しるべ２（古文入門） 文法事項（品詞等）について理解する。

第４回 ○「亀山殿の御池に」（随筆） ・比較を通して筆者の主張を読み取るとともに 本Ｓ⑥

文法事項（動詞等）について理解する。 火Ｓ⑥⑦

○訓読の基本（漢文入門） ・漢文における決まりを理解し、現在の日本で

も使用される格言への理解を深める。

第５回 ○「鍋洗いの日々」 ・筆者の努力や仕事に対する思いを読み取り、 本Ｓ⑦⑧

（働くということ） 自らの生き方の参考とする。 火Ｓ⑧⑨

○「その子二十」（短歌） ・短歌を鑑賞する。

○「株を守る」「五十歩百歩」 ・漢文に習熟し、現在の日本でも使用される故

（漢文入門） 事成語の由来や意味を知る。

第６回 ○「羅生門」（小説３） ・極限状態における人間心理を展開に即して読 本Ｓ⑨⑩

み取り、作品の主題について理解する。 火Ｓ⑩⑪

○「雪のおもしろう降りたりし朝」 ・筆者のものの考え方や感じ方を理解するとと

・通知文（随筆・言語活動） もに手紙の書き方について学ぶ。

※１ 漢字の書き取りは、楷書ではっきり大きく書いてください。

※２ 字数制限のある問題は８割以上埋めてください。句読点も一字とします。

現代文Ｂ（前） 【 単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○自己を見つめる（随想） ・筆者の体験に基づいた職業人としての指針を 本Ｓ①②

「私はあなただったかもしれ 読み取り、人生観を豊かにする。 火Ｓ①

ない」 ・背景を理解した上で、登場人物の心理を、対

○小説「話を聞かせて」 話や描写を通して理解する。

・恋人が示した新たな視点が物語の展開の上で

持つ意味を考える。
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日本史Ｂ（前） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 原始社会の生活と文化、農耕 ・気候や地形、動植物相・植生の変化などの自 本Ｓ①②

社会の形成と大陸文化の摂取 然環境に着目し、人々の食料獲得方法や道具 火Ｓ①

の変遷、呪術的風習、地域的な差異等を理解

できる。

・集落立地、食料獲得方法と食生活の変化、富

の蓄積、習俗や墓制の推移等の社会の変化を

理解できる。

第２回 律令国家の形成と古代文化の ・東アジア世界が大きく変動するなか、推古朝 本Ｓ③④

展開 の国政改革が進み、仏教を基調とする文化が 火Ｓ②③

花開いたことを理解できる。

・大化改新を経て、律令国家が形成される過程

や律令制のしくみについて理解し、奈良時代

の政治の動向について理解できる。

第３回 摂関政治と文化の和様化 ・藤原氏による摂関政治が始まり、地方政治が 本Ｓ⑤

転換するなか、武士団の形成が始まったこと 火Ｓ④⑤

を理解できる。

・11世紀以降、公領の変質や荘園の拡大が進ん

だことや院政のしくみについて理解し、武家

政権としての平氏政権が成立したことを理解

できる。

第４回 中世社会の成立、武家社会の ・鎌倉幕府の成立過程や元寇、幕府内で得宗の 本Ｓ⑥

形成と東アジア（１） 力が強まったこと、新しい文化が広がったこ 火Ｓ⑥⑦

となどを理解できる。

・倭寇の活動を背景にして、日明貿易・日朝貿

易が展開したこと、また庶民の活動が従来の

社会秩序を変える原動力になったことなどを

理解できる。

第５回 武家社会の形成と東アジア ・室町幕府の衰退とともに戦国時代に入り近世 本Ｓ⑦⑧

（２） への移行が始まったこと、室町時代の文化を 火Ｓ⑧⑨

ヨーロッパ文化との接触と国 理解できる。

内統一 ・鉄砲やキリスト教の伝来、織豊政権による国

内統一過程などについて理解できる。

第６回 幕藩体制の成立、近世社会の ・江戸幕府の組織と大名統制、朝廷・寺社統制 本Ｓ⑨⑩

発達と町人文化 など、幕藩体制の特色について理解できる。 火Ｓ⑩⑪

・17世紀中ごろ、強圧的な武断政治から学問な

どを尊重する文治政治に転換したことを理解

できる。

地理Ｂ（前） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 さまざまな地図と地理的技能 ・地球の球体としての特徴とこれを地図に表現 本Ｓ①②

した場合の長所短所、時差の計算法を理解で 火Ｓ①

きる。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第２回 世界の地形 ・世界の大地形、小地形、その他の地形につい 本Ｓ③④

て、人間生活との関わりなどを理解できる。 火Ｓ②③

第３回 世界の気候 ・世界の気候について、その成因、各気候区の 本Ｓ⑤

特徴について、人間生活への影響などを理解 火Ｓ④⑤

できる。

第４回 世界の農林水産業、食料問題 ・自然環境との関わりやグローバル化の視点か 本Ｓ⑥

ら、産業がどのように発達し変化しているか 火Ｓ⑥⑦

について、理解できる。

第５回 世界のエネルギー・鉱産資 ・資源・エネルギー問題について、系統地理的 本Ｓ⑦⑧

源、資源・エネルギー問題、 にとらえる視点や考察方法を理解できる。 火Ｓ⑧⑨

世界の工業

第６回 第３次産業、世界の人口、人 ・世界の人口問題について、人口問題の実態を 本Ｓ⑨⑩

口問題 系統地理的にとらえる視点や考察方法を理解 火Ｓ⑩⑪

できる。

◆注意事項

・着色が必要な部分があります。色鉛筆を用意しておきましょう。

・地図や統計が教科書のものより古い場合がありますので、注意してください。

現代社会（ａ） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 現代に生きる私たちの課題 現代における地球環境問題を知り、私たちが取 本Ｓ①②③

り組むべき課題について学び、解決方法を考え 火Ｓ①②③

行動していくことが出来る。

第２回 情報社会の進展と生活 情報化社会を生き抜くための知識・理解を深 本Ｓ④⑤⑥

よりよく生きることを求めて め、今日的課題の解決へ向かって努力していく 火Ｓ④⑤⑥⑦

ことが出来る。少子高齢化社会に対して、各自

で解決方法を考え行動していくことが出来る。

第３回 憲法と民主政治 近代憲法の成立過程を学び、民主政治の基本的 本Ｓ⑦⑧⑨⑩

理念が何かを学びます。その上で、日本国憲法 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

の私たちと深く結びついている内容から、より

よく生きていくための方法について考え行動す

ることが出来る。

現代社会（ｂ） 【単位：１ レポート回数：３ スクーリング回数：２ 試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 憲法と民主政治 近代憲法の成立過程を学び、民主政治の基本的 本Ｓ①②③

理念が何かを理解し、日本国憲法が私たちの暮 火Ｓ①②③

らしと深く結びついていることを理解する。そ

れを踏まえて、現代社会でよりよく生きていく

ための方法について考えを深め課題解決に向か

って行動することが出来る。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第２回 現代の経済と国民福祉 経済の仕組みと産業構造を学び、消費者・労働 本Ｓ④⑤⑥

者の立場で、問題点や取り組むべき課題につい 火Ｓ④⑤⑥⑦

て考える。そして、その課題を自らの事として

捉え、積極的に取り組む意識と解決に向かって

行動することが出来る。

第３回 国際社会と人類の課題 今日的な政治・経済の国際問題を学び、グロー 本Ｓ⑦⑧⑨⑩

バル社会を生き抜くためにはどのように取り組 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

むべきか考え行動することが出来る。

政治・経済（ａ） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 民主政治の基本原理、日本国 ・民主政治の歴史的展開を理解し、現代の民主 本Ｓ①③

憲法の基本原理、日本の政治 主義の特徴を理解できる。 火Ｓ①③

機構 ・日本国憲法の成立過程や内容について理解

し、自由権や社会権、新しい人権等について

理解できる。

・三権分立の考え方について認識し、それぞれ

の役割やしくみについて理解できる。

第２回 現代政治の特質と課題、現代 ・日本の選挙制度の歴史と現状を理解し、国民 本Ｓ⑤

の国際政治 の政治意識について理解できる。 火Ｓ⑤⑦

・国際連盟の限界と目的・機能について理解

し、核軍拡競争と反核運動の流れを理解でき

る。

第３回 現代の資本主義経済、現代経 ・経済活動について理解し、資本主義経済の特 本Ｓ⑦⑨

済のしくみ 徴とその発達の歴史について理解できる。 火Ｓ⑨⑪

・三つの経済主体と経済活動の流れを理解し、

需要と供給のしくみ、通貨と金融の役割およ

び中央銀行の金融政策について理解できる。

政治・経済（ｂ） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 日本経済の発展と産業構造の ・高度経済成長の要因やその後の産業構造の高 本Ｓ②

変化、福祉社会と日本経済の 度化、バブル後の経済状態について理解でき 火Ｓ②

課題 る。

・公害の原因と政府の公害対策、消費者問題や

農業の現状、労働問題などを理解できる。

第２回 国民経済と国際経済 ・自由貿易の考え方と歴史を認識し、自由貿易 本Ｓ④⑥

をめぐる現状の課題について考えることがで 火Ｓ④⑥

きる。

第３回 日本社会の諸課題、国際社会 ・日本社会の諸課題や国際社会の諸課題につい 本Ｓ⑧⑩

の諸課題 て考察できる。 火Ｓ⑧⑩
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数学Ⅰ（１） 【単位：１、レポート回数：４、スクーリング回数：２、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 文字を使った式 整式の加減乗除の計算を練習し、乗法公式およ 本Ｓ①②

整式、整式の加法・減法 び因数分解の公式を理解し、式を多面的に見た 火Ｓ①②

整式の乗法 り目的に応じて変形できる。

乗法公式、因数分解

第２回 根号を含む式の計算 数には、自然数、整数、有理数、無理数、実 本Ｓ③④⑤

数の分類 数といろいろな種類の世界があることを知る 火Ｓ③④⑤⑥

とともに、それを用いて四則計算ができる。

無理数の計算にもチャレンジする。

第３回 １次方程式 方程式や不等式の意味を理解し、式を用いて表 本Ｓ⑥⑦⑧

不等式、不等式の性質 現できる。さらに、２次方程式の解き方を学 火Ｓ⑦⑧⑨⑩

不等式の解き方 ぶ。

不等式の利用

２次方程式とその解き方

連立不等式

第４回 集合、命題と集合 多くの事がらが集合を用いて表せることを知る 本Ｓ⑨⑩

命題と証明 とともに、いろいろな命題を証明することによ 火Ｓ⑪

背理法を用いた証明 り論理的に考える方法を身に付ける。

数学Ⅰ（２） 【単位：２、スクーリング回数：２、レポート回数：６、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 関数 ２次関数とそのグラフについて理解し、２次関 本Ｓ①②

２次関数とそのグラフ 数を用いて数量の関係や変化を表現する。 火Ｓ①②

第２回 ２次関数の最大値・最小値 グラフを用いて、最大値、最小値を求め、具 本Ｓ③④

体的な事象の考察に活用できる力を養う。 火Ｓ③④

第３回 ２次関数のグラフと２次方程式 ２次方程式の解や２次不等式の解をグラフを用 本Ｓ⑤

２次関数のグラフと２次不等式 いて解く。 火Ｓ⑤⑥

第４回 三角形 三角比の意味やその基本的性質について理解 本Ｓ⑥

タンジェント、サインとコサイン し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識 火Ｓ⑦⑧

三角比の利用 する。

三角比の相互関係

第５回 三角比と座標 正弦定理や余弦定理を具体的な問題の解決や測 本Ｓ⑦⑧

三角形の面積 量などに活用することを通して、数学のよさを 火Ｓ⑨⑩

正弦定理 認識する。

余弦定理

鈍角の三角比と計量

第６回 データと度数分布表 様々な事象から見出される確率や統計に関する 本Ｓ⑨⑩

代表値 データを整理し、いろいろな観点から分析し、 火Ｓ⑪

四分位数と箱ひげ図 数学的に考察する力を身に付ける。

分散と標準偏差

相関関係、相関係数
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数学Ⅱ（前） 【 単位：２、スクーリング回数：２、レポート回数：６、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ３次の乗法公式と因数分解・ ３次式の展開と因数分解の公式を用いる解き方 本Ｓ①②

二項定理 を学ぶ。複素数という新しい世界を知り、複素 火Ｓ①②

分数式とその計算 数の四則計算をマスターする。

複素数

第２回 ２次方程式 複素数により必ず２次方程式が解けることを 本Ｓ③④

解と係数の関係 理解する。整式の除法をマスターし、因数定 火Ｓ③④

整式の除法と因数定理 理を用いて因数分解や高次方程式が解けるこ

高次方程式 とを理解する。

第３回 等式の証明 等式や不等式を証明することにより、筋道を立 本Ｓ⑤

不等式の証明 てて問題を解決する。 火Ｓ⑤⑥

第４回 直線上の点の座標 座標を用いて、直線や平面上の点の位置を考え 本Ｓ⑥

平面上の点の座標 る。 火Ｓ⑦⑧

直線の方程式 座標平面上の直線を方程式で表す。

第５回 ２直線の関係 直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係 本Ｓ⑦⑧

円の方程式 を数学的に表現する。 火Ｓ⑨⑩

円と直線

第６回 不等式の表す領域 不等式を満たす点の集合が座標平面上の領域を 本Ｓ⑨⑩

連立不等式の表す領域 表すことを理解する。 火Ｓ⑪

数学Ａ（前） 【 単位：１、スクーリング回数：２、レポート回数：３、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 集合、集合の要素と個数 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の 本Ｓ①②③

和の法則、積の法則 法則、積の法則について理解する。 火Ｓ①②③④

第２回 順列、順列の利用、重複順 具体的な事象の考察を通して順列及び組合せ 本Ｓ④⑤⑥

列、円順列、組合せ、組合せ の意味について理解し、それらの総数を求め 火Ｓ⑤⑥⑦

の利用、道順の問題 る。

第３回 確率の意味、確率の計算、確 身近にある不確定な事象を数量的にとらえる確 本Ｓ⑦⑧⑨⑩

率の加法定理、余事象の確 率の学習を通して、不確定なものをとらえる数 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

率、独立な試行の確率、反復 学の考え方など数学のよさを知る。

試行の確率、条件付き確率

数学入門 【 単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 整数の計算、性質、分数の性 整数、分数の基礎的な四則計算をくりかえし練 本Ｓ①②

質、加法と減法、乗法と減法 習し、計算力を身に付ける。 火Ｓ①②

第２回 正の数・負の数の加減剰除、 負の数の世界を認識し、正の数、負の数の四則 本Ｓ③④

文字式のきまり、文字式の値 計算について練習する。 火Ｓ③④

第３回 整式の加法と減法・指数法 整式の加減乗除について学習し、式の見方を豊 本Ｓ⑤

則、整式の乗法と除法 かにする。 火Ｓ⑤⑥

第４回 乗法公式、因数分解 乗法公式を用いて式の展開を学習する。因数分 本Ｓ⑥

解は展開の逆の方法であることを理解し、 火Ｓ⑦⑧

因数分解の公式をマスターする。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第５回 １次方程式の解き方、１次方 １次方程式、連立２元１次方程式の解き方を学 本Ｓ⑦⑧

程式の応用、連立２元１次方 び、マスターする。さらに、平方根について理 火Ｓ⑨⑩

程式、根号を含む式の計算 解する。

第６回 ２次方程式、座標とグラフ、 ２次方程式の解き方を学ぶ。 本Ｓ⑨⑩

１次関数のグラフ 関数の定義を理解し、１次関数をグラフに書く 火Ｓ⑪

ことにより、数学的な見方を養う。

科学と人間生活（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○材料とその再利用 ・プラスチックや金属などの製品の種類、性質 本Ｓ①③

・プラスチック および用途や資源の再利用について理解す 火Ｓ①③

・金属 る。

第２回 ○材料とその利用 ・セラミックスの種類、性質および用途と資源 本Ｓ⑤

・セラミック の再利用について理解する。 火Ｓ⑤⑦

○熱の性質とその利用 ・熱の性質について理解する

・熱とは何か

第３回 ○熱の性質とその利用 ・熱の性質やエネルギーの移り変わりについて 本Ｓ⑦⑨

・熱とは何か 学習する。 火Ｓ⑨⑪

・エネルギーの利用

物理基礎（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○直線運動の世界 ・速度、加速度を用いた計算ができる 本Ｓ②

火Ｓ②④

第２回 ○力と運動の法則 ・力の図示と大きさの計算ができる。 本Ｓ④⑥

・運動方程式の導出と計算ができる。 火Ｓ⑥⑧

第３回 ○仕事とエネルギー ・仕事の計算ができる。 本Ｓ⑧⑩

・力学的エネルギーと仕事の関係を理解し計算 火Ｓ⑩

できる。

化学基礎（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○物質の探求 ・物質の分離・精製やその成分を調べて、理解 本Ｓ②

・物質の性質と分離 する。 火Ｓ②④

・物質の成分

第２回 ○物質の構成粒子 ・物質を構成する基本粒子である原子・分子・ 本Ｓ④⑥

・原子の構造 イオンについて理解する。 火Ｓ⑥

・電子配置と周期表

第３回 ○物質と化学結合 ・原子・分子・イオンがどのように結合してい 本Ｓ⑧⑩

・イオンとイオン結合 るか理解する。 火Ｓ⑧⑩

・金属と金属結合

・分子と共有結合
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生物基礎（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○生物の特徴 ・生物の体をつくる細胞の共通性と多様性を理 本Ｓ①③

・生物の多様性と共通性 解する。 火Ｓ①③

・生命活動とエネルギー ・エネルギーの取り出しや利用から細胞のはた

らきを学ぶ。

第２回 ○遺伝子とそのはたらき ・遺伝子の本体ＤＮＡについて学習し、遺伝子 本Ｓ⑤

・生物と遺伝子 がどのように分配されるか、またタンパク質 火Ｓ⑤⑦

・遺伝情報の分配 の合成について学習する。

・遺伝情報とタンパク質の合成

第３回 ○生物の体内環境の維持 ・体の中の環境を一定に保つしくみをもつ心臓 本Ｓ⑦⑨

・体内環境の維持 ・肝臓・腎臓について学習し、しくみについ 火Ｓ⑨⑪

て理解する。

体育１（前） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１(実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 ○スポーツの歴史、文化的 体育館内で、主に「卓球」、

〇「運動・スポーツの文化的特徴」 特徴について理解する。 「バドミントン」、「バスケットボ

１ 人間にとって「動く」とは何か ○スポーツ競技別の歴史や ール」、「バレーボール」の４種

２ スポーツの始まりと変遷 ルールについて理解し、 目を同時に選択展開します。

３ 文化としてのスポーツ スポーツに親しむ。 ストレッチングやニュースポー

「スポーツ種目の概要とルール」 ツにも取り組みます。

体育２（前） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１(実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇運動やスポーツの効果的な学習の仕 体育１と同じ

〇「運動・スポーツの学び方」 方について理解する。

１ スポーツの技術と戦術 ○運動の技術や技能、身体のメカニズ

２ 技能の上達過程と練習 ムについて理解を深める。

３ 効果的な動きのメカニズム

体育３（前） 【単位：２、レポート回数：２、スクーリング回数：10、試験：１(実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇運動やスポーツの効果的な学習の仕 体育１と同じ

○「運動・スポーツの学び方」 方について理解する。

４ 技能と体力 ○体力についての概要を知り、運動や

５ 体力トレーニング スポーツの技能についての段階的・効

○「スポーツ種目の概要とルール」 果的なトレーニング方法を理解する。

〇スポーツ種目の概要やルールについ

て理解し、スポーツに親しむ。
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回 学習の内容 学習の目標 実技について

第２回 ◎体育理論 ◎豊かなスポーツライフの設計の仕方

〇「豊かなスポーツライフの設計」 について理解する。

１ 生涯スポーツの見方・考え方 ○各ライフステージにおける身体的、

２ ライフスタイルに応じたスポーツ 心理的、社会的特徴に応じた楽しみ

方を知る。

○ライフスタイルに応じた様々なスポ

ーツライフを知り、「マイスポーツ

ライフ」を考えることができる。

体育４（前） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１(実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇スポーツの歴史、文化的特徴につい 体育１と同じ

〇「運動・スポーツの学び方」 て理解する。

６ 運動やスポーツでの安全の確保 ○運動やスポーツにおける怪我や病気

〇「スポーツ種目の概要とルール」 を予防する方法についての理解を深

める。

〇スポーツ種目の概要やルールについ

て理解し、スポーツに親しむ。

体育５（前） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１(実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇豊かなスポーツライフの設計の仕方 体育１と同じ

〇「豊かなスポーツライフの設計」 について理解する。

３ 日本のスポーツ振興 ○日本のスポーツ振興やそれの伴う環

境にもたらす影響について理解し、

考えを深めることができる。

「体育実技」について

①「体育」の授業（スクーリング）は、体育館内で、卓球やバドミントンを中心とした運動実技を展開

します。

②通常の「体育」スクーリング時には、教科書やレポート、筆記用具を持参しなくても結構です。

体育館用運動シューズ、季節に応じた運動のできる服装（ジャージ）を必ず準備してください。

③前期・後期の試験は、実技のみですので、原則レポート内容の筆記試験はありません。身体的な特殊

事情（妊娠中や骨折治療中など）がある場合のみ、特別に筆記試験を実施します。万が一該当する場

合には、事前に学校（担任もしくは体育担当教員）まで連絡してください。

保健（前） 【 単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：１、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 〇「現代社会と健康」 ○健康の考え方～薬物乱用の問題まで、個人や 本Ｓ②

１ 私たちの健康のすがた～ 社会に及ぼす影響や現状を理解し、自ら予防 火Ｓ②④

11 薬物乱用と健康 ・防止について考えることができる。

第２回 〇「現代社会と健康」 ○感染症～精神の健康の問題まで、個人や社会 本Ｓ④⑥

12 現代の感染症～ 的に及ぼす影響や現状を理解し、自ら予防・ 火Ｓ⑥⑧

18 心の健康と自己実現 防止について考えることができる。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第３回 〇「現代社会と健康」 ○交通安全～応急手当の問題までの概要を知 本Ｓ⑧⑩

19 交通事故の現状と要因～ り、傷害や疾病の悪化を防ぐことについて考 火Ｓ⑩

24 日常的な応急手当 えることができる。

美術Ⅰ（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 鉛筆デッサン 鉛筆や色鉛筆などの素描材料の使用法を学習

（鉛筆） し、筆触や色彩の効果について工夫しながら、

自分らしい表現を探求することができる。

第２回 色彩理論 色彩の基礎知識を学習。色の基本的な要素を学

（水彩） び、それを使って類似や対照、面積や配置など 毎時間

配色の演習を行い、今後のデザイン、絵画制作 レポート支援

に活かすことができる。

第３回 色彩構成 色彩の基礎知識を学習。色の基本的な要素を学

（水彩） び、それを使って類似や対照、面積や配置など

配色の演習を行い、今後のデザイン、絵画制作

に活かすことができる。

美術Ⅱ（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 幾何形体と立体表現 直方体（箱やレンガなど）、円柱（コップや瓶

など）といった人工物を、歪みを目立たなく描

くことができる。

第２回 鉛筆デッサン 鉛筆や色鉛筆などの素描材料の使用法を学習 毎時間

し、筆触や色彩の効果について工夫しながら、 レポート支援

自分らしい表現を探求することができる。

第３回 身近な静物を着彩で表現しよ 立体感と質感を意識して、色の変化を見つけ

う て、モチーフ（対象）をよく観察し、生き生き

としっかり描くことができる。

書道Ⅰ（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 書写から書道へ 書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文

楷書・行書 化に関心をもって、主体的に表現や鑑賞の創造

的活動に取り組むことができる。

第２回 行書・草書・隷書・篆書の特徴 書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文 毎時間

楷書の比較 化に関心をもって、主体的に表現や鑑賞の創造 レポート支援

的活動に取り組むことができる。

第３回 臨書・鑑賞 書のよさや美しさを感じ取り、感性を働かせな

毛筆・硬筆臨書 がら、自らの意図に基づいて構想し、表現を工

夫することができる。
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書道Ⅱ（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 書の変遷 楷書の特徴を理解し、作品制作に取り組むこと

中国秦・漢時代 ができる。

中国秦・漢時代の書の変遷を理解する。

第２回 書の変遷 行書・草書の特徴を理解し、作品制作に取り組

中国三国時代から南北朝時代 むことができる。 毎時間

中国三国時代から南北朝時代の書の変遷を理解 レポート支援

する。

第３回 書の変遷 隷書の特徴を理解し、作品制作に取り組むこと

中国五代・宋・ ができる。

清時代以降 中国五代・宋・清時代以降の書の変遷を理解す

る。

Ｃ英語Ⅰ（前） 【 単位：１、レポート回数：４、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Warm-Up １～３ ・教室で使う英語の表現を理解している。 本Ｓ①

教室で使う表現、辞書の使い方 ・辞書の使い方を理解している。 火Ｓ①

Pre-Lesson １～２ ・自己紹介で自分のことについて英語で表現す

be動詞、一般動詞（現在形） ることができる。

第２回 Lesson １ ・身の回りのことや過去のことについて英語で 本Ｓ②③④

be動詞、一般動詞（過去形） 表現することができる。 火Ｓ②③④⑤

Lesson 2 ・進行形の使い方を理解している。

現在進行形、過去進行形 ・好きな人物について英語で表現することがで

きる。

第３回 Lesson 3 ・海外での日本文化のとらえられ方を理解して 本Ｓ⑤⑥⑦

助動詞 いる。 火Ｓ⑥⑦⑧⑨

・未来のことやできることについて、助動詞を

使って英語で表現することができる。

第４回 Lesson 4 ・行ってみたい場所やしてみたいことについて 本Ｓ⑧⑨⑩

to不定詞 英語で表現することができる。 火Ｓ⑩⑪

Ｃ英語Ⅱ（前） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：８、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 1 ・比較表現について基本的な使い方を理解して 本Ｓ①

比較表現 いる。 火Ｓ①

・身近なことについて簡単な英語で表現するこ

とができる。

第２回 Lesson 2 ・関係代名詞 whatについて基本的な使い方を 本Ｓ②③

関係代名詞 what 理解している。 火Ｓ②③

・自分のことを簡単な英語で表現することがで

きる。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第３回 Lesson 3 ・間接疑問文について基本的な使い方を理解し 本Ｓ④

間接疑問文 ている。 火Ｓ④⑤

・動物や環境についての英文を読んで要点を理

解することができる。

第４回 Lesson 4 ・分詞について基本的な使い方を理解している。 本Ｓ⑤

現在分詞、過去分詞 ・科学技術の発達や未来の社会についての英文 火Ｓ⑥⑦

を読んで要点を理解することができる。

第５回 Lesson 5 ・不定詞を含む表現について基本的な使い方を 本Ｓ⑥⑦

不定詞を含む表現 理解している。 火Ｓ⑧⑨

・日本の伝統文化についての英文を読んで要点

を理解することができる。

第６回 Lesson 6 ・if節を含む表現について基本的な使い方を理 本Ｓ⑧⑨⑩

動詞の目的語になるif節 解している。 火Ｓ⑩⑪

・自然や環境についての英文を読んで要点を理

解できる。

英語表現Ⅰ（前） 【 単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 1 ～ Lesson 4 テーマの文法事項が使われた自己紹介、近況報 本Ｓ①②③

文構造、現在形、過去形 告や今後の予定について英語で理解することが 火Ｓ①②③

進行形、未来表現 できる。

第２回 Lesson 5 ～ Lesson 7 テーマの文法事項が使われた自分の好きなこと 本Ｓ④⑤

現在完了、過去完了 や現在や過去の出来事について英語で理解する 火Ｓ④⑤⑥⑦

助動詞① ことができる。また、学校の規則について英語

で理解することができる。

第３回 Lesson 8 ～ Lesson 10 テーマの文法事項が使われた過去の習慣につい 本Ｓ⑥⑦⑧⑨

助動詞②、受け身 て英語で理解することができる。また、人やも ⑩

to不定詞 のについて、その特徴を英語で理解することが 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

できる。

英語入門（１） 【 単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 1 ～ Lesson 3 ・辞書の使い方がわかる。 本Ｓ①②③

・アルファベット、人称代名 ・自己紹介や挨拶について英語で表現すること 火Ｓ①②③

詞、あいさつの表現 ができる。

・be動詞（現在形）の疑問・

否定文、所有格

第２回 Lesson 4 ～ Lesson 5 ・be動詞を使った疑問文や否定文を作ることが 本Ｓ④⑤

・be動詞と一般動詞の区別、 できる。 火Ｓ④⑤⑥⑦

三単現のs、 ・写真や人物について英語で表現することがで

・名詞の複数形、代名詞とそ きる。

の複数形
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第３回 Lesson 6 ～ Lesson 7 ・一般動詞を使った疑問文や否定文を作ること 本Ｓ⑥⑦⑧⑨

・一般動詞（現在形）の疑問 ができる。 ⑩

文、否定文 ・自分が持っているものや好きな物について英 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

・do / doesの使い分け、会 語で表現することができる。

話表現

英語入門（２） 【 単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 8 ～ Lesson 9 ・物がある場所について英語で表現することが 本Ｓ①②③

・There is ( There are ) できる。 火Ｓ①②③

～．の構文、前置詞 ・疑問詞を用いた英文を作ることができる。

・疑問詞を使った疑問文

第２回 Lesson 10 ～ Lesson 12 ・現在進行中の動作について英語で表現するこ 本Ｓ④⑤

・現在進行形、その疑問文や とができる。 火Ｓ④⑤⑥⑦

否定文 ・所有物について英語で尋ねることができる。

・疑問詞 whose、所有代名 ・助動詞を用いた英文を作ることができる。

詞、助動詞、命令文

第３回 Lesson 13 ～ Lesson 15 ・過去の出来事について英語で表現することが 本Ｓ⑥⑦⑧⑨

・be動詞の過去形、その疑問 できる。 ⑩

文・否定文、副詞 ・過去形を用いた疑問文や否定文を作ることが 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

・一般動詞の過去形、その疑 できる。

問文・否定文

社会と情報（前） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 私たちを取り巻く環境 情報とは何かを理解し、収集した情報を活用す 本Ｓ①③

る力を身につける。 火Ｓ①

第２回 アナログからディジタル アナログとディジタルの違いを理解し、コンピ 火Ｓ⑤

情報の表現と伝達 ュータを活用する力を身につける。 火Ｓ⑦

第３回 インターネットの活用 インターネットを利用する上での注意点を理解 本Ｓ⑦⑨

し、正しく活用する方法やモラルを身につけ 火Ｓ⑪

る。

消費生活（前） 【単位：２、レポート回数：４、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 第１章 国民経済と家庭経済の関わりについて理解し、 本Ｓ①②

社会を支える消費者 過去の消費問題をとおして消費者が留意すべき 火Ｓ①②

実践課題 ことを考えることができる。

①地域の相談窓口を確認する

②社会の変化と新しい商品・

サービスを考える
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第２回 第２章 消費者が被害を受ける理由を解消し、消費者の 本Ｓ③④⑤

消費者被害と消費者の権利・ 権利と責任について考えることができる。 火Ｓ③④⑤⑥

責任

実践課題

消費者行政のホームページを

見よう

第３回 第３章 消費者の安全と自由の確保のための社会のシス 本Ｓ⑥⑦

消費者の安全と自由 テムを理解し、被害を防ぐ方法を考えることが 火Ｓ⑦⑧⑨

実践課題 できる。

牛肉の個体識別番号を調べる

第４回 第４章 消費者問題の防止や消費者被害の救済にあたっ 本Ｓ⑧⑨⑩

消費者の自立支援 て、行政の役割や関係法規を理解できる。 火Ｓ⑩⑪

第５章 持続可能な社会形成に向けて実践的な消費行動

環境と消費者 について考えることができる。

実践課題

環境を視点に生活を振り返る

＜注意事項＞

レポートの作成について

①漢字は正しく楷書で記入してください。漢字の間違いは減点します。

子どもの発達と保育（前） 【単位：２、レポート回数：５、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 第１章 子どもの発達の概念や心身の発達に必要なこ 本Ｓ①②

子どもの発達の特性 と、また個人差があることを理解することがで 火Ｓ①②

きる。

第２回 第２章 誕生から幼児期までの発達の時期における特徴 本Ｓ③④

子どもの発達過程１ が理解できる。 火Ｓ③④

第３回 第２章 誕生から幼児期までの発達の時期における特徴 本Ｓ⑤⑥

子どもの発達過程２ が理解できる。 火Ｓ⑤⑥⑦

第４回 第２章 誕生から幼児期までの発達の時期における特徴 本Ｓ⑦⑧

子どもの発達過程３ が理解できる。 火Ｓ⑧⑨

第５回 第４章 子どもの保育 乳幼児の発育・発達に応じた適切な保育の重要 本Ｓ⑨⑩

実践課題 性を理解できる。 火Ｓ⑩⑪

子育てに関する考えを述べる

＜注意事項＞

レポート作成について

①漢字は正しく楷書で記入してください。漢字の間違いは減点します。

服飾手芸（前） 【単位：１、レポート回数：２、スクーリング回数：３、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 刺しゅう（基礎） フランス刺しゅうの基礎的な技法を習得する。 本Ｓ①③⑤

火Ｓ①③⑤
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第２回 刺しゅう（応用） 基礎的な技法を活用して、生活に活用できる作 本Ｓ⑦⑨

品をつくる。 火Ｓ⑦⑨⑪

＜注意事項＞

①第１回は、刺しゅうキットを使用しますので、購入してください。

ビジネス基礎（前） 【単位：１、レポート回数：２、スクーリング回数：３、試験１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 商業のガイダンス 「ビジネスとは何か」を理解し、基本的な経済 本Ｓ②④

経済と流通の基礎 のしくみを知る。自分が普段どのような経済活 火Ｓ②

売買に関する計算 動を行っているのか考える。

売買に関する基礎的な計算ができる。

第２回 ビジネスの担い手 様々なビジネスの担い手について理解する。 本Ｓ⑥⑧⑩

売買に関する計算 売買に関する応用的な計算ができる。 火Ｓ⑥⑧⑩

簿記（前） 【単位：２、レポート回数：４、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 簿記の原理 簿記の原理について理解し、企業が簿記を行う 本Ｓ①②

貸借対照表と損益計算書 目的について理解する。また、貸借対照表と損 火Ｓ①

益計算書を作成することができる。

第２回 仕訳と転記 企業にとっての取引とは何かを理解し、仕訳を 本Ｓ③④⑤

試算表の作成 示すことができる。総勘定元帳から試算表を作 火Ｓ③④

成することができる。

第３回 決算における手続き 決算の一連の手続きを理解し、精算表を作成す 本Ｓ⑥⑦

ることができる。また、総勘定元帳から繰越試 火Ｓ⑥⑦

算表を作成することができる。

第４回 簿記で現金となるものは通貨 現金を用いる取引について仕訳を示すことがで 本Ｓ⑧⑨⑩

以外にも きる。現金・預金に関する帳簿を作成すること 火Ｓ⑨⑩

ができる。

情報処理（前） 【単位：２、レポート回数：４、スクーリング回数：７、試験１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 第１章ビジネスと情報 コンピュータの基本機能と各装置の役割を理解 本Ｓ①②

する。 火Ｓ①

第４章ビジネス文書の作成 ワープロソフトで文字や文を入力する方法を身

につける。

第２回 第１章ビジネスと情報 パソコンの基本的な機能とその働きを理解す 本Ｓ③④⑤

第４章ビジネス文書の作成 る。 火Ｓ②⑤

通信文書の種類と構成を理解し、作成できる。

第３回 第１章ビジネスと情報 よく利用するソフトウェアについて考える。 本Ｓ⑥⑦⑧

第４章ビジネス文書の作成 通信文書の種類と構成を理解し、作成できる。 火Ｓ⑥⑦⑧

第４回 第１章ビジネスと情報 よく利用するソフトウェアについて考える。 本Ｓ⑨⑩

報告書、提案書、リーフレットなどを作成する 火Ｓ⑪

第４章ビジネス文書の作成 ための技法を身につける。
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各講座ごとの学習内容と目標（後期） ※スクーリング日は変更の可能性があります。

国語総合（後） 【 単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○「ルリボシカミキリの青」 ・筆者の体験談を通して、人生への考察を深め 本Ｓ①②

（随想１・言語活動） る。スピーチの仕方を学ぶ。 火Ｓ①

○「うつくしきもの」（随筆） ・古語の意味・用法にふれ、日本人の感覚・感

性について理解を深める。

○「虎の威を借る」（漢文入門） ・漢文世界の豊かさにふれる。

第２回 ○「絵仏師良秀」（古文入門） ・近代小説のもととなった古典作品を読み、文 本Ｓ③

学世界の豊かさにふれる。 火Ｓ②③

○「春暁」「山行」「汪倫に贈る」 ・優れた表現に親しみながら作品によまれた情

（唐詩） 景と作者の心情を理解する。

○再読文字（漢文入門） ・再読文字に習熟する。

第３回 ○「里山物語」（随想２） ・筆者の考え方を知り、自然と人間の関係性に 本Ｓ④⑤

ついて学ぶ。 火Ｓ④

○「芥川」（物語） ・登場人物の心情を表現に即して読み取るとと

もに物語世界の面白さにふれる。

第４回 ○「 りんごのほっぺ」 ・戦時下の人々と作品に一貫する筆者の思いを 本Ｓ⑥

（随想・言語活動） 読み取り、平和のために自分ができることを 火Ｓ⑤⑥

考え、伝える。

○論語―八章（論語） ・孔子の思想を通して、自己のものの見方や考

え方を深める。

第５回 ○「夢十夜」（小説３） ・非現実の世界を描いた小説を表現に即して読 本Ｓ⑦⑧

み深め、筆者の世界観と表現法について理解 火Ｓ⑦⑧

を深める。

○「木曽の最期」（物語） ・リズムの豊かさにふれるとともに源義仲と今

井兼平の絆の深さを理解する。

第６回 ○「真の自立とは」（評論２） ・「自立」について考察する評論を読んで、自分 本Ｓ⑨⑩

の考えを持ち、視野を広げる。 火Ｓ⑨⑩

・話の展開に即して、内容を理解する力を身に

○「魏武刀を捉る」（史話） つける。史話の面白さを味わう。

※１ 漢字の書き取りは、楷書ではっきり大きく書いてください。

※２ 字数制限のある問題は８割以上埋めてください。句読点も一字とします。

現代文Ｂ（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○小説 ・長い文章を内容把握しながら読み、小説のお 本Ｓ①②

「こころ」１ もしろさを味わう。 火Ｓ①

・効果的な比喩表現を理解することを通して、

登場人物の心理変化や行動を読み取る。

第２回 ○小説 ・「私」の利己心がどのように表れているかを小 本Ｓ③

「こころ」２ 説中から丹念に読み取る。 火Ｓ②③

・「私」とＫの心のすれ違いを通して、自己と他

者との関係について考える。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第３回 ○評論 ・日本とタイ、猫と人間という対比から筆者の 本Ｓ④⑤

「食と想像力」 思索を読み取る。 火Ｓ④

・身近な「猫缶」を視点に日本の食と経済ひい

ては日本社会のあり方を考える筆者の姿勢を

学ぶ。

第４回 ○俳句と短歌 ・俳句や短歌という日本固有の短詩形表現を味 本Ｓ⑥

「折々のうた」 わい、作品の背景や心情を読み取る。 火Ｓ⑤⑥

・作品と鑑賞文との対応関係を理解し、より作

品を深く理解する。

第５回 ○評論 ・現代社会でよく使われる言葉やその概念を確 本Ｓ⑦⑧

「僕らの時代のメディア・リテラ 認する。 火Ｓ⑦⑧

シー」 ・メディア・リテラシーの意味用法を論の展開

に注意しながら理解する。

・現代においてメディア・リテラシーを身につ

けるためにはどうしたらよいか考える。

第６回 ○小説 ・漢文訓読調の文体を味わい、作者の意図と内 本Ｓ⑨⑩

「山月記」 容を理解する。 火Ｓ⑨⑩

・登場人物、特に主人公李徴の人物像を読み取

り、その生き方について考える。

・虚構を使って人間の真実を描き出す小説の手

法を味わう。

※１ 漢字の書き取りは、楷書ではっきり大きく書いてください。

※２ 字数制限のある問題は８割以上埋めてください。句読点も一字とします。

古典（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 〇「亀を買ひて放つ事」 ・不思議な話の展開を楽しみながら亀を助けた 本Ｓ①②

伝承・逸話 子が受けた恩恵について理解する。 火Ｓ①

〇「圉人の罪」逸話 ・晏子の諫め方の巧みさと景公が圉人を許した

理由を読み取る。

第２回 〇「姨捨」物語（二） ・男の心情の変化とその理由を読み取るととも 本Ｓ③

に当時の風習を知る。 火Ｓ②③

〇「背水の陣」古代の史話 ・韓信の作戦と漢軍が勝利した理由を整理す

る。故事成語の由来と意味を理解する。

第３回 〇「中納言参り給ひて」 ・敬語に着目し、登場人物を整理する。最後の 本Ｓ④⑤

随筆（二） 一文における作者の気持ちを理解する。 火Ｓ④

〇「赤壁の戦ひ」三国志の世界 ・戦に至るまでの呉の動きと赤壁の戦いの経過

・勝敗を分けた理由を理解する。

第４回 〇「若紫」物語（二） ・幼い若紫の人物像と光源氏、尼君等それぞれ 本Ｓ⑥

の思いを読み取る。 火Ｓ⑤⑥

〇「死諸葛走生仲達」三国志の ・諸葛亮の日常や人物像を理解する。成語に込

世界 められた人々の心情を理解する
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第５回 〇「弓争い」物語（二） ・道長と伊周の人物像をとらえる。競射のなり 本Ｓ⑦⑧

ゆきと登場人物の心情を読み取る。 火Ｓ⑦⑧

〇「七歩詩」「売炭翁」 ・詩に込められた作者の思いを読み取り、作者

漢詩の鑑賞 への理解を深める。

第６回 〇「能登殿の最期」物語（二） ・リズムの豊かさを味わいながら能登殿と判官 本Ｓ⑨⑩

の人物像、新中納言の考え方を理解する。 火Ｓ⑨⑩

〇「猫相乳」名家の文章 ・前段と後段の関わりに注意しながら主題を正

確につかむ。

※ 字数制限のある問題は８割以上埋めてください。句読点も一字とします。

世界史Ｂ（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 主権国家の成立から市民革命へ 絶対王政の時代から市民革命がどのように起 本Ｓ①②

き、それがその後の世界に与えた影響について 火Ｓ①

理解する。

第２回 産業社会と国民国家の形成 産業革命と市民革命とが相まって社会構造が激 本Ｓ③

変していく過程を理解する。 火Ｓ②③

第３回 世界市場の形成とアジア諸国、 産業革命によって、経済力が高い国家が軍事力 本Ｓ④⑤

世界の分割 を背景に他の小国を支配し、新たな世界秩序を 火Ｓ④

形成していく過程を理解する。

第４回 二つの世界大戦 第一次世界大戦がどのようにして起こり、戦後 本Ｓ⑥

（前半） の国際関係の中でどのように第二次世界大戦へ 火Ｓ⑤⑥

とつながっていったのかを理解する。

第５回 二つの世界大戦 第一次世界大戦がどのようにして起こり、戦後 本Ｓ⑦⑧

（後半） の国際関係の中でどのように第二次世界大戦へ 火Ｓ⑦⑧

とつながっていったのかを理解する。

第６回 戦後世界の形成と変容、２１ 第二次世界大戦と戦後の秩序がどのように形成 本Ｓ⑨⑩

世紀の課題 されていったのかを学び、今日的な諸問題の原 火Ｓ⑨⑩

因を理解し、解決に向けて努力していく方法を

考え、解決していこうとする態度を身につける。

日本史Ｂ（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 幕藩体制の動揺と庶民文化の ・財政難に直面した幕府では，享保の改革を経 本Ｓ①②

発達 て田沼意次による改革が行われたことなどを 火Ｓ①

理解できる。

第２回 開国から明治へ ・ペリーの開国要求で鎖国政策が転換され，日 本Ｓ③

米修好通商条約の締結によって始まった貿易 火Ｓ②③

が社会に混乱をもたらしたことなどを理解でき

る。

第３回 立憲政治の形成と国民文化、 ・士族反乱の鎮圧後，自由民権運動が活発化 本Ｓ④⑤

日本の近代化と東アジア し，国会開設の勅諭が出された経緯や、大日 火Ｓ④

本帝国憲法の制定後，初期議会で展開された

政府と民党との対立の推移などを理解できる。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第４回 デモクラシーと第一次世界大戦 ・第一次世界大戦期に日本が中国侵略を進めた 本Ｓ⑥

ことと，大戦景気が産業と民衆にあたえた影 火Ｓ⑤⑥

響などを理解できる。

第５回 激動する世界と日本 ・満州事変が日中戦争へと発展し，日本がドイ 本Ｓ⑦⑧

ツとつながりを深めたことや、日中戦争が長 火Ｓ⑦⑧

期化するなかで国民生活が圧迫されたことな

どを理解できる。

第６回 占領と国内改革、国際社会へ ・ＧＨＱの指令を受けて進められた民主化およ 本Ｓ⑨⑩

の復帰と高度経済成長、石油 び非軍事化の内容と経緯，日本国憲法の制定 火Ｓ⑩

ショックと低成長の時代、新 について学び、朝鮮戦争をきっかけに立ち直

しい国際秩序と日本の課題 り始めた，敗戦後の日本経済の動向について

理解できる。

・国際社会が大きく変容するなかで，日本やア

メリカと中華人民共和国との国交正常化が実

現したことを学ぶとともに、IMF体制の崩壊と

石油危機により高度経済成長の時代が終わっ

たことなどを理解できる。

地理Ｂ（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 村落と都市、都市・居住問題 ・村落と都市の立地、発達、機能や日本の都市 本Ｓ①②

の特徴について、系統地理的にとらえる視点 火Ｓ①

や考察方法を理解できる。

第２回 生活文化、民族・宗教 ・世界の生活文化について、地域的差異の特徴 本Ｓ③

や画一化の進行について、系統地理的にとら 火Ｓ②③

える視点や考察方法を理解できる。

第３回 東アジア ・東アジアの自然の特徴、中国や朝鮮半島の歴 本Ｓ④⑤

史的背景をふまえた地域の変容の実態、中国 火Ｓ④

の人口増加と経済格差や経済発展の実態など

の地域的特色や課題について、考察できる。

第４回 東南アジア、南アジア、西ア ・それぞれの地域の自然の特徴、日本との関係 本Ｓ⑥

ジアと中央アジア など地域的特色や地域的課題について、項目 火Ｓ⑤⑥

ごとに整理して考察できる。

第５回 北アフリカとサハラ以南のア ・それぞれの地域の自然の特徴、日本との関係 本Ｓ⑦⑧

フリカ、ヨーロッパ、ロシア など地域的特色や地域的課題について、項目 火Ｓ⑦⑧

ごとに整理して考察できる。

第６回 アングロアメリカ、ラテンア ・それぞれの地域の自然の特徴、日本との関係 本Ｓ⑨⑩

メリカ、オセアニア、現代世 など地域的特色や地域的課題について、項目 火Ｓ⑩

界と日本 ごとに整理して考察できる。

◆注意事項

・着色が必要な部分があります。色鉛筆を用意しておきましょう。

・地図や統計が教科書のものより古い場合がありますので、注意してください。
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現代社会（ａ） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 現代に生きる私たちの課題 現代における地球環境問題を知り、私たちが取 本Ｓ①②③

り組むべき課題について学び、解決方法を考え 火Ｓ①②③

行動していくことが出来る。

第２回 情報社会の進展と生活 情報化社会を生き抜くための知識・理解を深 本Ｓ④⑤⑥

よりよく生きることを求めて め、今日的課題の解決へ向かって努力していく 火Ｓ④⑤⑥⑦

ことが出来る。少子高齢化社会に対して、各自

で解決方法を考え行動していくことが出来る。

第３回 憲法と民主政治 近代憲法の成立過程を学び、民主政治の基本的 本Ｓ⑦⑧⑨⑩

理念が何かを学びます。その上で、日本国憲法 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

の私たちと深く結びついている内容から、より

よく生きていくための方法について考え行動す

ることが出来る。

現代社会（ｂ） 【単位：１ レポート回数：３ スクーリング回数：２ 試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 憲法と民主政治 近代憲法の成立過程を学び、民主政治の基本的 本Ｓ①②③

理念が何かを理解し、日本国憲法が私たちの暮 火Ｓ①②③

らしと深く結びついていることを理解する。そ

れを踏まえて、現代社会でよりよく生きていく

ための方法について考えを深め課題解決に向か

って行動することが出来る。

第２回 現代の経済と国民福祉 経済の仕組みと産業構造を学び、消費者・労働 本Ｓ④⑤⑥

者の立場で、問題点や取り組むべき課題につい 火Ｓ④⑤⑥⑦

て考える。そして、その課題を自らの事として

捉え、積極的に取り組む意識と解決に向かって

行動することが出来る。

第３回 国際社会と人類の課題 今日的な政治・経済の国際問題を学び、グロー 本Ｓ⑦⑧⑨⑩

バル社会を生き抜くためにはどのように取り組 火Ｓ⑧⑨⑩⑪

むべきか考え行動することが出来る。

政治・経済（ａ） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 民主政治の基本原理、日本国 ・民主政治の歴史的展開を理解し、現代の民主 本Ｓ①③

憲法の基本原理、日本の政治 主義の特徴を理解できる。 火Ｓ①③

機構 ・日本国憲法の成立過程や内容について理解

し、自由権や社会権、新しい人権等について

理解できる。

・三権分立の考え方について認識し、それぞれ

の役割やしくみについて理解できる。

第２回 現代政治の特質と課題、現代 ・日本の選挙制度の歴史と現状を理解し、国民 本Ｓ⑤

の国際政治 の政治意識について理解できる。 火Ｓ⑤⑦

・国際連盟の限界と目的・機能について理解し、

核軍拡競争と反核運動の流れを理解できる。
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第３回 現代の資本主義経済、現代経 ・経済活動について理解し、資本主義経済の特 本Ｓ⑦⑨

済のしくみ 徴とその発達の歴史について理解できる。 火Ｓ⑨⑪

・三つの経済主体と経済活動の流れを理解し、

需要と供給のしくみ、通貨と金融の役割およ

び中央銀行の金融政策について理解できる。

政治・経済（ｂ） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 日本経済の発展と産業構造の ・高度経済成長の要因やその後の産業構造の高 本Ｓ②

変化、福祉社会と日本経済の 度化、バブル後の経済状態について理解でき 火Ｓ②

課題 る。

・公害の原因と政府の公害対策、消費者問題や

農業の現状、労働問題などを理解できる。

第２回 国民経済と国際経済 ・自由貿易の考え方と歴史を認識し、自由貿易 本Ｓ④⑥

をめぐる現状の課題について考えることがで 火Ｓ④⑥

きる。

第３回 日本社会の諸課題、国際社会 ・日本社会の諸課題や国際社会の諸課題につい 本Ｓ⑧⑩

の諸課題 て考察できる。 火Ｓ⑧⑩

数学Ⅰ（１） 【単位：１、レポート回数：４、スクーリング回数：２、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 文字を使った式 整式の加減乗除の計算を練習し、乗法公式およ 本Ｓ①②

整式、整式の加法・減法 び因数分解の公式を理解し、式を多面的に見た 火Ｓ①②

整式の乗法 り目的に応じて変形できる。

乗法公式、因数分解

第２回 根号を含む式の計算 数には、自然数、整数、有理数、無理数、実数 本Ｓ③④⑤

数の分類 といろいろな種類の世界があることを知るとと 火Ｓ③④⑤

もに、それを用いて四則計算ができる。無理数

の計算にもチャレンジする。

第３回 １次方程式 方程式や不等式の意味を理解し、式を用いて表 本Ｓ⑥⑦⑧

不等式、不等式の性質 現できる。さらに、２次方程式の解き方を学ぶ。 火Ｓ⑥⑦⑧⑨

不等式の解き方

不等式の利用

２次方程式とその解き方

連立不等式

第４回 集合、命題と集合 多くの事がらが集合を用いて表せることを知る 本Ｓ⑨⑩

命題と証明 とともに、いろいろな命題を証明することによ 火Ｓ⑩

背理法を用いた証明 り論理的に考える方法を身に付ける。

数学Ⅰ（２） 【単位：２、スクーリング回数：２、レポート回数：６、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 関数 ２次関数とそのグラフについて理解し、２次関 本Ｓ①②

２次関数とそのグラフ 数を用いて数量の関係や変化を表現する。 火Ｓ①②
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第２回 ２次関数の最大値・最小値 グラフを用いて、最大値、最小値を求め、具体 本Ｓ③

的な事象の考察に活用できる力を養う。 火Ｓ③④

第３回 ２次関数のグラフと２次方程式 ２次方程式の解や２次不等式の解をグラフを用 本Ｓ④⑤

２次関数のグラフと２次不等式 いて解く。 火Ｓ⑤

第４回 三角形 三角比の意味やその基本的性質について理解 本Ｓ⑥

タンジェント、サインとコサイン し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識 火Ｓ⑥⑦

三角比の利用 する。

三角比の相互関係

第５回 三角比と座標 正弦定理や余弦定理を具体的な問題の解決や測 本Ｓ⑦⑧

三角形の面積 量などに活用することを通して、数学のよさを 火Ｓ⑧⑨

正弦定理 認識する。

余弦定理

鈍角の三角比と計量

第６回 データと度数分布表 様々な事象から見出される確率や統計に関する 本Ｓ⑨⑩

代表値 データを整理し、いろいろな観点から分析し、 火Ｓ⑩

四分位数と箱ひげ図 数学的に考察する力を身に付ける。

分散と標準偏差

相関関係、相関係数

数学Ⅱ（後） 【 単位：２、スクーリング回数：２、レポート回数：６、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 三角関数 三角比を関数としてとらえる。三角関数のグラ 本Ｓ①②

三角関数の相互関係 フを書くことなどにより、周期性について理解 火Ｓ①②

三角関数のグラフ し、波動などの事象に関連していることを知

三角関数の性質 る。

第２回 加法定理 加法定理を理解し、２倍角の公式を導く。弧度 本Ｓ③

加法定理の応用 法による角度の表し方を学ぶ。 火Ｓ③④

弧度法

第３回 指数の拡張 指数を有理数まで拡張して考え、そのグラフに 本Ｓ④⑤

累乗根 ついて考察する。自然現象等にも関連している 火Ｓ⑤

指数関数とそのグラフ ことを知る。

第４回 対数・対数の性質 対数は、指数の逆の計算であることを理解す 本Ｓ⑥

対数関数とそのグラフ る。対数のグラフについて考察する。人間の感 火Ｓ⑥⑦

常用対数 じ方の尺度に活用されていることを知る。

第５回 平均変化率、微分係数 微分の計算を学び、微分を利用して関数のグラ 本Ｓ⑦⑧

導関数、接線 フが書けることを理解する。微分が数学のいろ 火Ｓ⑧⑨

関数の増加・減少 いろな問題の解決に役立ち、日常のいろんな場

極大・極小 面で利用されている有用性について認識する。

第６回 不定積分 積分は、微分の逆の計算であることを理解す 本Ｓ⑨⑩

定積分 る。定積分によりいろいろな図形の面積が求め 火Ｓ⑩

面積 られることを認識する。
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数学Ａ（後） 【 単位：１、スクーリング回数：２、レポート回数：３、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 三角形と比、三角形の重心・ 図形に対する直観力・洞察力を養い、図形に対 本Ｓ①②③④

外心・内心、角の二等分線と する見方を豊かにする。 火Ｓ①②③④

線分の比

第２回 円周角の定理、円に内接する 円と三角形、四角形との関係を理解し、図形の 本Ｓ⑤⑥

四角形、円と直線、接線と弦 性質の考察に活用する。 火Ｓ⑤⑥⑦⑧

のつくる角、方べきの定理・

２つの円、直線や平面の位置

関係、多面体

第３回 約数と倍数、最大公約数と最 整数に関するいろいろな性質を見出し、それが 本Ｓ⑦⑧⑨⑩

小公倍数、ユークリッドの互 成り立つ理由を考える。 火Ｓ⑨⑩⑪

除法、方程式の整数解、分数

と小数、２進数と１０進数

数学入門 【 単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 整数の計算、性質、分数の性 整数、分数の基礎的な四則計算をくりかえし練 本Ｓ①②

質、加法と減法、乗法と減法 習し、計算力を身に付ける。 火Ｓ①②

第２回 正の数・負の数の加減剰除、 負の数の世界を認識し、正の数、負の数の四則 本Ｓ③

文字式のきまり、文字式の値 計算について練習する。 火Ｓ③④

第３回 整式の加法と減法・指数法 整式の加減乗除について学習し、式の見方を豊 本Ｓ④⑤

則、整式の乗法と除法 かにする。 火Ｓ⑤

第４回 乗法公式、因数分解 乗法公式を用いて式の展開を学習する。因数分 本Ｓ⑥

解は展開の逆の方法であることを理解し、 火Ｓ⑥⑦

因数分解の公式をマスターする。

第５回 １次方程式の解き方、１次方 １次方程式、連立２元１次方程式の解き方を学 本Ｓ⑦⑧

程式の応用、連立２元１次方 び、マスターする。さらに、平方根について理 火Ｓ⑧⑨

程式、根号を含む式の計算 解する。

第６回 ２次方程式、座標とグラフ、 ２次方程式の解き方を学ぶ。 本Ｓ⑨⑩

１次関数のグラフ 関数の定義を理解し、１次関数をグラフに書く 火Ｓ⑩

ことにより、数学的な見方を養う。

科学と人間生活（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○生物と光 ・光合成と植物の発芽を中心に植物の活動と光 本Ｓ①③

・植物の生育と光 の関係を理解する。 火Ｓ①③

第２回 ○生物と光 ・ヒトの目の構造や働きを理解する。 本Ｓ⑤

・ヒトの視覚と光 ・光に対する動物の行動を理解する。 火Ｓ⑤⑦

・動物の行動と光

第３回 ○身近な天体と太陽系におけ ・太陽や月などの身近に見られる天体と人間生 本Ｓ⑦⑨

る地球 活とのかかわり、太陽系における地球につい 火Ｓ⑨⑩

・太陽系の中の地球 て理解する。

・太陽と人間生活

・天体の運行と人間生活
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物理基礎（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○熱 ・熱と温度の違いを理解し、熱量に関する計算 本Ｓ②

ができる。 火Ｓ②

第２回 ○波 ・波のグラフが書け、基本量が計算できる。 本Ｓ④⑥

・発音体の振動についてイメージし計算できる。 火Ｓ④⑥

第３回 ○電気・エネルギー ・電気の基本法則を覚え、計算できる。 本Ｓ⑧⑩

・現象をエネルギーを通して捉えられる。 火Ｓ⑧⑩

化学基礎（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○物質量と化学変化 ・原子・分子を集団として扱う物資量（モル） 本Ｓ②

・原子量・分子量と物質量 について理解する。 火Ｓ②

・化学変化の量的関係

第２回 ○酸と塩基 ・酸や塩基の性質や中和反応および、その量的 本Ｓ④⑥

・酸と塩基 関係について理解する。 火Ｓ④⑥

・水素イオン濃度とｐH

・中和反応と塩の生成

・中和反応の量的関係と中和

滴定

第３回 ○酸化と還元 ・酸化還元反応を電子の授受に基づいて理解す 本Ｓ⑧⑩

・酸化と還元 るとともに、その応用例として電池や電気分 火Ｓ⑧⑩

・酸化還元反応の利用 解について学ぶ。

生物基礎（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ○生物の体内環境の維持 ・自律神経やホルモンによって体内の環境が調 本Ｓ①③

・体内環境を保つしくみ 節されているしくみを学ぶ。 火Ｓ①③

・体内環境を守るしくみ ・細菌やウイルスから身を守る免疫のしくみを

学ぶ。

第２回 ○生物の多様性と生態系 ・植物の果たしている役割を中心に自然環境の 本Ｓ⑤

・植生の多様性と遷移 成り立ちを理解する。 火Ｓ⑤⑦

・バイオームとその分布 ・環境の違いによって植物を中心にした生物の

分布がどのように変化するかを学ぶ。

第３回 ○生物の多様性と生態系 ・生物を取り巻く環境を考慮に入れながら、エ 本Ｓ⑦⑨

・生態系とその保全 ネルギーの流れや物質の循環、自然界のバラ 火Ｓ⑨⑩

ンスについて学ぶ。
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体育１（後） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１（実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 ○スポーツの歴史、文化的特 体育館内で、主に「卓球」、

〇「運動・スポーツの文化的特徴」 徴について理解する。 「バドミントン」、「バスケ

４ オリンピックと国際理解 ○スポーツ競技別の歴史やル ットボール」、「バレーボー

５ スポーツと経済 ールについて理解し、スポ ル」の４種目を同時に選択

６ ドーピングとスポーツ倫理 ーツに親しむ。 展開します。ストレッチン

「スポーツ種目の概要とルール」 グやニュースポーツにも取

り組みます。

体育２（後） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１（実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇運動やスポーツの効果的な学習の仕方 体育１と同じ

〇「運動・スポーツの学び方」 について理解する。

４ 技能と体力 ○体力や体力トレーニングの概要につい

５ 体力トレーニング て理解を深める。

体育３（後） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１（実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇豊かなスポーツライフの設計の仕方に 体育１と同じ

〇「豊かなスポーツライフの設計」 ついて理解する。

３ 日本のスポーツ振興 ○日本のスポーツ振興やそれの伴う環境

にもたらす影響について理解し、考え

を深めることができる。

体育４（後） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１（実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇豊かなスポーツライフの設計の仕方に 体育１と同じ

〇「豊かなスポーツライフの設計」 ついて理解する。

１ 生涯スポーツの見方・考え方 ○各ライフステージにおける身体的、心

２ ライフスタイルに応じたスポーツ 理的、社会的特徴に応じた楽しみ方を

知る。

○ライフスタイルに応じた様々なスポー

ツライフを知り、「マイスポーツライ

フ」を考えることができる。

体育５（後） 【単位：１、レポート回数：１、スクーリング回数：５、試験：１（実技試験のみ）】

回 学習の内容 学習の目標 実技について

第１回 ◎体育理論 〇スポーツ種目の概要やルールについて 体育１と同じ

○「スポーツ種目の概要とルール」 理解し、スポーツに親しむ。

「体育実技」について

①「体育」の授業（スクーリング）は、体育館内で、卓球やバドミントンを中心とした運動実技を展開

します。
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②通常の「体育」スクーリング時には、教科書やレポート、筆記用具を持参しなくても結構です。

体育館用運動シューズ、季節に応じた運動のできる服装（ジャージ）を必ず準備してください。

③前期・後期の試験は、実技のみですので、原則レポート内容の筆記試験はありません。身体的な特殊

事情（妊娠中や骨折治療中など）がある場合のみ、特別に筆記試験を実施します。万が一該当する場

合には、事前に学校（担任もしくは体育担当教員）まで連絡してください。

保健（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：１、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 〇「生涯を通じる健康」 ○生涯の各段階（思春期～結婚生活）の健康課 本Ｓ②

１ 思春期と健康～ 題について理解し、わが国の保健・医療制度 火Ｓ②

５ 家族計画と人工妊娠中絶 や機関を適切に活用できる力を身につける。

第２回 〇「生涯を通じる健康」 ○生涯の各段階（高齢期）の健康課題について 本Ｓ④⑥

６ 加齢と健康～ 理解し、わが国の保健・医療制度や機関を適 火S④⑥

〇「社会生活と健康」 切に活用できる力を身につける。

２ 水質汚濁・土壌汚染と健康 ○環境汚染や食品衛生管理に伴う健康課題につ

いて理解し、それらの健康管理・安全管理に

ついて考えることができる。

第３回 〇「社会生活と健康」 ○環境問題、職業生活における健康課題につい 本Ｓ⑧⑩

３ 健康被害の防止と環境対策 て理解し、それらの健康管理・安全管理につ 火Ｓ⑧⑩

～９ 健康的な職業生活 いて考えることができる。

美術Ⅰ（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 イラスト 事物を抽象化することで表現力を豊かにするこ

（水彩） とができる。

第２回 静物画（水彩） 自然の造形、美術作品や文化遺産などについて

の理解や見方を深め、心豊かに生きることと美

術とのかかわりに関心をもち、よさや美しさな 毎時間

どを味わう鑑賞の能力を高める。 レポート支援

第３回 人物画（水彩） 対象を深く見つめ感じ取る力や想像力を一層高

め、独創的・総合的な見方や考え方を培い、豊

かに発想し構想する能力や自分の表現方法を創

意工夫し、創造的に表現する能力を伸ばす。

美術Ⅱ（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 風景を着彩で表現しよう 近くの物（近景）は大きくはっきりと描き、遠

くの物（遠景）は小さく色も形もぼかすことで

遠近感を表現することができる。

第２回 雰囲気、匂い、味などの形の ２０世紀美術の流れや特徴について学習し、抽 毎時間

ないものを表現しよう 象主義、超現実主義などの作品を鑑賞し、表現 レポート支援

方法を理解し、描くことができる。

第３回 身近にあるものを顔に見立て 身近にある無機物を擬人化し、表情豊かなキャ

て表現しよう ラクターを作ることができる。
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書道Ⅰ（後） 【単位：１、レポート回数：３、面接時間：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 漢字の成立と変遷 書のよさや美しさを感じ取り、感性を働かせな

「蘭亭序」 がら、自らの意図に基づいて構想し、表現を工

夫することができる。

第２回 仮名の成立 創造的な書表現をするために、漢字の書の基礎
毎時間

漢字仮名交じりの書・表現の 的な能力を生かし、効果的な表現の技能を身に
レポート支援

比較 付け表している。

第３回 まとめ 日常生活の書の効果や書の伝統と文化について

幅広く理解し、その価値を考え、書のよさや美

しさを創造的に味わうことができる。

書道Ⅱ（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 書の変遷 仮名の行書き、散らし書きの特徴を理解し、作

日本飛鳥・奈良・平安時代 品制作に取り組むことができる。

日本飛鳥・奈良・平安時代の書の変遷を理解す

る。
毎時間

第２回 まとめ１ 創造的な書表現をするために漢字の書の特徴を
レポート支援

生かし、作品制作に取り組むことができる。

第３回 まとめ２ 創造的な書表現をするために漢字仮名交じりの

書の特徴を生かし、作品制作に取り組むことが

できる。

Ｃ英語Ⅰ（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：８、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 5 ・動名詞について基本的な使い方を理解する。 本Ｓ①

動名詞 ・将来の夢について英語で表現することができ 火Ｓ①

る｡

第２回 Lesson 6 ・受け身について基本的な使い方を理解する。 本Ｓ②③

受け身 ・好きな絵や写真などについて英語で表現する 火Ｓ②③

ことができる。

第３回 Lesson 7 ・現在完了形について基本的使い方を理解する｡ 本Ｓ④

現在完了形 ・環境を守ることについて英語で表現すること 火Ｓ④

ができる。

第４回 Lesson 8 ・itの用法について基本的な使い方を理解する｡ 本Ｓ⑤

itの用法 ・理想の人物について英語で表現することがで 火Ｓ⑤⑥

きる。

第５回 Lesson 9 ・関係代名詞について基本的使い方を理解する｡ 本Ｓ⑥⑦

関係代名詞 ・世界との結びつきを深めることについて英語 火Ｓ⑦⑧

で表現することができる。

第６回 Lesson 10 ・比較表現について基本的な使い方を理解する｡ 本Ｓ⑧⑨⑩

比較表現 ・社会を良くすることについて英語で表現する 火Ｓ⑨⑩

ことができる。
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Ｃ英語Ⅱ（後） 【単位：２、レポート回数：６、スクーリング回数：８、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 7 ・知覚動詞について基本的な使い方を理解する｡ 本Ｓ①

知覚動詞 ・身の回りの人や地域を元気づける活動につい 火Ｓ①

ての英文を読んで要点を理解することができ

る。

第２回 Lesson 8 ・関係副詞について基本的な使い方を理解する｡ 本Ｓ②③

関係副詞 where, when ・自分の好きな場所についての英文を読んで要 火Ｓ②③

点を理解することができる。

第３回 Lesson 9 ・使役動詞について基本的な使い方を理解する｡ 本Ｓ④

使役動詞 火Ｓ④

第４回 Lesson 9 ・フェアトレードチョコレートについての英文 本Ｓ⑤

使役動詞 を読んで要点を理解することができる。 火Ｓ⑤⑥

第５回 Lesson 10 ・分詞構文について基本的な知識を理解する。 本Ｓ⑥⑦

分詞構文 火Ｓ⑦⑧

第６回 Lesson 10 ・身の回りや世界で起こっている問題について 本Ｓ⑧⑨⑩

分詞構文 の英文を読んで要点を理解することができる｡ 火Ｓ⑨⑩

英語表現Ⅰ（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 11 ～ Lesson 13 テーマの文法事項が使われた好きな映画や小説 本Ｓ①②③

原形不定詞・動名詞・分詞 を英語で紹介することができる。また、新聞記 火Ｓ①②③

事に特有な表現を理解することができる。

第２回 Lesson 14 ～ Lesson 16 テーマの文法事項が使われた人・もの・都市や 本Ｓ④⑤

関係代名詞・関係副詞 地域について英語で表現する事ができる。ま 火Ｓ④⑤⑥

た、環境問題について英語で理解することがで

きる。

第３回 Lesson 17 ～ Lesson 20 テーマの文法事項が使われた名所や自分の住む 本Ｓ⑥⑦⑧⑨

比較・仮定法 地域について英語で理解することができる。ま ⑩

た、理想や願望について英語で理解することが 火Ｓ⑦⑧⑨⑩

できる。

英語入門（１） 【 単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 1 ～ Lesson 3 ・辞書の使い方がわかる。 本Ｓ①②③

・アルファベット、人称代名 ・自己紹介や挨拶について英語で表現すること 火Ｓ①②③

詞、あいさつの表現 ができる。

・be動詞（現在形）の疑問・

否定文、所有格

第２回 Lesson 4 ～ Lesson 5 ・be動詞を使った疑問文や否定文を作ることが 本Ｓ④⑤

・be動詞と一般動詞の区別、 できる。 火Ｓ④⑤⑥

三単現のs ・写真や人物について英語で表現することがで

・名詞の複数形、代名詞とそ きる。

の複数形
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回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第３回 Lesson 6 ～ Lesson 7 ・一般動詞を使った疑問文や否定文を作ること 本Ｓ⑥⑦⑧⑨

・一般動詞（現在形）の疑問 ができる。 ⑩

文、否定文 ・自分が持っているものや好きな物について英 火Ｓ⑦⑧⑨⑩

・do/doesの使い分け、会話表 語で表現することができる。

現

英語入門（２） 【 単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：４、試験：１ 】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 Lesson 8 ～ Lesson 9 ・物がある場所について英語で表現することが 本Ｓ①②③

・There is ( There are ) できる。 火Ｓ①②③

～．の構文、前置詞 ・疑問詞を用いた英文を作ることができる。

・疑問詞を使った疑問文

第２回 Lesson 10 ～ Lesson 12 ・現在進行中の動作について英語で表現するこ 本Ｓ④⑤

・現在進行形、その疑問文や とができる。 火Ｓ④⑤⑥

否定文 ・所有物について英語で尋ねることができる。

・疑問詞 whose、所有代名 ・助動詞を用いた英文を作ることができる。

詞、助動詞、命令文

第３回 Lesson 13 ～ Lesson 15 ・過去の出来事について英語で表現することが 本Ｓ⑥⑦⑧⑨

・be動詞の過去形、その疑問 できる。 ⑩

文・否定文、副詞 ・過去形を用いた疑問文や否定文を作ることが 火Ｓ⑦⑧⑨⑩

・一般動詞の過去形、その疑 できる。

問文・否定文

家庭総合（後） 【単位：２、レポート回数：５、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 第６章 食生活をつくる 安全と環境に配慮し、必要な知識と技術を習得 本Ｓ①②③

実践課題 食事調べ して主体的に食生活を営むことができる。 火Ｓ①②③

第２回 第６章 食生活をつくる 安全と環境に配慮し、必要な知識と技術を習得 本Ｓ④⑤

実践課題 朝食づくり して主体的に食生活を営むことができる。 火Ｓ④⑤

第３回 第７章 衣生活をつくる 健康で快適に装うために必要な知識と技術を習 本Ｓ⑥

実践課題 得して、環境に配慮した衣生活を営むことがで 火Ｓ⑥⑦

①表示調べ、 きる。

②ホームプロジェクト計画

第４回 第７章 衣生活をつくる 健康で快適に装うために必要な知識と技術を習 本Ｓ⑦⑧

実践課題 手縫いの基礎 得して、環境に配慮した衣生活を営むことがで 火Ｓ⑧⑨

きる。

第５回 実践課題 家庭科で学んだことを自分の生活に生かして、 本Ｓ⑨⑩

ホームプロジェクトのまとめ よりよい生活を目指して実践する力を身につけ 火Ｓ⑩

ることができる。

＜注意事項＞

実践課題について

①第２回「朝食づくり」は原則自宅で取り組みますが、スクーリングでの実習もあります。学校での実

習を希望する人は、申し込みが必要です。
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②第４回「手縫いの基礎」は原則自宅で取り組みますが、レポート支援の時間に学校で指導をうけなが

ら取り組むことができます。必要な用具は持参する。申し込みは必要ありません。

社会と情報（後） 【単位：１、レポート回数：３、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 情報化の影響と課題 コンピュータやネットワークを利用する上での 本Ｓ①③

危険・影響・してはいけないことを理解し、正 火Ｓ①

しい利用方法を考えることができる。

第２回 社会における情報システム 個人情報の保護に関する法律や自身や他人が持 本Ｓ⑤

つ権利について理解する。また、個人情報や権 火Ｓ⑤⑦

利を守る方法を考えることができる。

第３回 情報システムと人間 情報システムにおいてミスに対する対応につい 本Ｓ⑦⑨・

情報社会と問題解決 て理解する。問題解決のステップについて理解 火Ｓ⑪

し、時事問題に対して意見をまとめることがで

きる。

消費生活（後） 【単位：１、レポート回数：２、スクーリング回数：２、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 第６章 契約に関する基礎的事項を理解し、トラブルを 本Ｓ①③⑤

消費者契約と法 未然に防止する方法や問題解決方法を考えるこ 火Ｓ①③⑤

実践課題 とができる。

消費者契約法の実例を考える

第２回 実践課題 本Ｓ⑦⑨

内容証明郵便を書く 火Ｓ⑦⑨

子どもの発達と保育（後） 【単位：２、レポート回数：５、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 第３章 子どもの生活１ 乳幼児の生活の特徴と発育・発達を促すために 本Ｓ①②③

実践課題 望まし生活について必要な知識と技術を習得す 火Ｓ①②③

こんな時、どんな声がけをす ることができる。

るか

第２回 第３章 子どもの生活２ 乳幼児の生活の特徴と発育・発達を促すために 本Ｓ④⑤

実践課題 望まし生活について必要な知識と技術を習得す 火Ｓ④⑤

絵本つくりを構想する ることができる。

第３回 第３章 子どもの生活３ 乳幼児の生活の特徴と発育・発達を促すために 本Ｓ⑥

実践課題 望まし生活について必要な知識と技術を習得す 火Ｓ⑥⑦

絵描き歌で絵を描く ることができる。

第４回 第３章 子どもの生活４ 乳幼児の生活の特徴と発育・発達を促すために 本Ｓ⑦⑧

実践課題 望まし生活について必要な知識と技術を習得す 火Ｓ⑧⑨

子どもに関わる問題を調べる ることができる。

第５回 第５章 子どもの保育 児童福祉の理念、関係法規と制度について理解 本Ｓ⑨⑩

実践課題 し、子育て支援のあり方について考えることが 火Ｓ⑩

①児童観を記述する できる。

②作った絵本について述べる
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＜注意事項＞

実践課題について

①第２回では、「絵本つくり」に取り組みます。作成した絵本は、第５回に提出してください。

②第４回では、保育や子どもに関する記事の切り抜きの添付が必要です。日頃から新聞等を見て、必要

な記事を切り抜いておきましょう。

服飾手芸（後） 【単位：１、レポート回数：２、スクーリング回数：３、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 棒針編み（基礎） 棒針編みの基礎的な技法を習得する。 本Ｓ①③⑤

火Ｓ①③⑤

第２回 棒針編み（応用） 基礎的な技法を活用して、大人が使用できる作 本Ｓ⑦⑨

品をつくる。 火Ｓ⑦⑨

＜注意事項＞

①作品が郵送できない場合は、持参してください。

②第２回の作品を考えて、用具（棒針、毛糸のの太さ等）の準備をしましょう。

ビジネス基礎（後） 【単位：２、レポート回数：４、スクーリング回数：３、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 ビジネスの担い手 企業が行う社会貢献とはどのようなものか、企 本Ｓ①②③

企業活動の基礎 業にはどのような種類があるのかを考える。 火Ｓ②

売買に関する計算

第２回 企業活動の基礎 企業がどのように資金調達を行うのか考える。 本Ｓ③⑤

雇用形態の種類と特徴を理解する。 火Ｓ②③⑤・

第３回 企業活動の基礎 企業の責任について理解し、売買取引の手順を 本Ｓ⑥⑦⑧

ビジネスと売買取引 理解する。 火Ｓ⑧

第４回 ビジネスと売買取引 代金決済方法の種類を理解し、それぞれの特徴 本Ｓ⑨⑩

や使用する場面を考える。 火Ｓ⑨⑪

簿記（後） 【単位：２、レポート回数：４、スクーリング回数：４、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 商品取引の３分法(３つに分け 商品の売買に関する取引を３分法で行うことが 本Ｓ①②

て行う方法)による処理と関係 できる。仕入帳・売上帳、商品有高帳、売掛金 火Ｓ①

帳簿類の記入 元帳・買掛金元帳を作成することができる。

第２回 その他の各種取引 約束手形・為替手形に関する取引の仕訳を示す 本Ｓ③④⑤

〔債権・債務，税金など〕 ことができる。また、企業が納めるべき税金と 火Ｓ③④

は何かを理解する。

第３回 決算整理 決算整理事項を仕訳に示すことができる。貸倒 本Ｓ⑥⑦

財務諸表の作成 や減価償却とは何か理解する。取引を伝票に記 火Ｓ⑥⑦

３伝票制 入することができる。

第４回 ＜総合問題＞ さまざまな取引の仕訳を示すことができる。伝 本Ｓ⑧⑨⑩

※これまで触れた教科書の範 票を作成することができ、仕訳から帳簿作成ま 火Ｓ⑨⑩

囲全て で決算の一連の手続きを行うことができる。
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情報処理（後） 【単位：２、レポート回数：５、スクーリング回数：７、試験：１】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 情報モラルとセキュリティ管理 個人情報の扱い方について考える。 本Ｓ①②③

ビジネス情報の処理と分析 初歩的な関数を理解し、利用方法を考える 火Ｓ①②

第２回 情報モラルとセキュリティ管理 ネットワークを利用する上で気を付けることを 本Ｓ④⑤

ビジネス情報の処理と分析 考える。

基本的な関数を理解し、利用方法を考える。

第３回 情報モラルとセキュリティ管理 様々な権利について考える。 本Ｓ⑥

ビジネス情報の処理と分析 目的に応じてわかりやすくグラフを活用する。 火Ｓ⑤⑥・

第４回 情報モラルとセキュリティ管理 ネットワークを利用する際にどのような危険に 本Ｓ⑦⑧

ビジネス情報の処理と分析 備えなければならないか考える。 火Ｓ⑦⑧

順位付けや検索の関数を理解する。

第５回 情報モラルとセキュリティ管理 セキュリティ管理について考える。 本Ｓ⑨⑩

ビジネス情報の処理と分析 発展的な関数を理解する。 火Ｓ⑪
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総合的な探究の時間の学習内容と目標

総合的な探究の時間 【単位：３、レポート回数：３、スクーリング回数：３、試験：なし】

回 学習の内容 学習の目標 スクーリング日

第１回 地域巡検に参加し、訪問先 地域の魅力や課題を仲間と一緒に確認し、情報を ・地域巡検参加

についてまとめる。 整理しながら課題解決に向けて自分でできること （１回分）

を考える。 ・地域巡検後

第２回 島根の魅力や課題について 自分の興味・関心を考慮してテーマを決める。目 月２回程度

テーマを設定し、課題解決 標が達成できる方法を考える。

について探究するための計 【情報収集・現地調査・インタビュー等】

画をたてる。

第３回 計画を実行し、実施内容を 島根県の魅力の紹介、課題解決の提言や自分自身

わかりやすくまとめる。 がどのように貢献できるかを考え、わかりやすく

表現する。

＜注意事項＞

①地域巡検に参加できなかった場合には、各自で地域の施設等を見学して第１回のレポートに取り組み

ます。

②第３回でまとめたものは、２月～４月に校内展示を行います。
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